
 

 

 

 

Ｂ／Ｃ【残事業費】 

 

路線名 

事業名 

延 長 

 

□便益 

 走行時

基準年 

基準年における 
現在価値(B) 

２

 

□費用 

 

基準年 

単純合計 

基準年における 
現在価値(C) 

 

□算定結果 

費用便益比 

Ｂ ／ Ｃ

＝  

 便益

 費用

＝  ２.６

注）１．費用及び便益額は

２．費用及び便益の合

 

 

 

５．費用対効果 

国道２０号 

下諏訪・岡谷バイパス 

Ｌ＝４．６ｋｍ 

（単位：億円） 

間便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 合計 

平成１８年度 

９２ １０ １１ ３１４ 

（単位：億円） 

改築費 維持修繕費 合計 

平成１８年度 

１７６ ５２ ２２８ 

１１０ １１ １２１ 

の現在価値の合計（Ｂ）

の現在価値の合計（Ｃ）
＝ 

 ３１４億円  

 １２１億円  

 
 

 

 

 

整数止めとする。 

計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 




